
《調査報告》

福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査

健康・運動学系＊

�．はじめに

１．本調査研究の問題意識

本稿は平成１６年度から取り組まれている中期目標・

計画にもとづく６年間の系研究「身体リテラシー教育

の充実に関する実践的研究」について、１年目に取り

組んだ調査の報告である。テーマとした「身体リテラ

シー」は、健康・運動学系の研究計画の検討のなかで、

今日のからだに関する状況と教育課題をふまえ、「自己

の身体の仕組みを知り、身体機能の維持・向上の仕方

や身体運動の社会的意味を理解し、身体を操作する技

術を身につけること」とおさえ、これを今後の系研究

および実践展開の中でさらに概念の内実を豊かにして

いくための作業仮説とし研究をスタートさせた。

これまでの検討で「身体リテラシー」の内包するも

のとしては「すべての人にとっての生存を維持するた

めの必要最小限の身体的能力」と、「人生の質をさらに

豊かにするための文化」という側面が考えられている。

前者は生存の基盤としての身体的諸力であり、それぞ

れの人生における幸福追求のための手段としての健康

の保持増進にかかわるものである。後者はスポーツ文

化の享受（スポーツに親しむ・楽しむ）やスポーツを

媒介としてのコミュニケーションなどによる関係性の

発達，そして権利としての体育・スポーツ実践（ユネ

スコ「体育・スポーツ憲章」）や権利としての健康（Ｗ

ＨＯ憲章）も含んでいる。

系研究と実践の中核に位置づけた「身体リテラシー」

概念は、現在の健康・運動学系の前身であった「保健

体育系列」として共通教育の健康・運動科目の検討の

中にその萌芽が認められる１）～６）。特に一般教育の大綱化

を契機とした「健康・運動科学実習」の立ち上げのた

めの検討と、その後の実施・評価・検討をとおして育

まれてきた。例えば「健康・運動科学実習」における

実技では、スポーツ文化の享受（新谷「スポーツ＝文

化の享受」アリーナ№１７）とおさえ、スポーツそのも

のを楽しみ、仲間との交流を図り、心身をリフレッシュ

し、生涯にわたってスポーツに親しむ態度を培うこと

をねらいの一つとして位置づけ実施し、学生による授

業評価でも高い評価を受けてきている７）～１０）。

今後「身体リテラシー」に関する系研究と実践（「健

康・運動科学実習」）を展開するにあたっては、特に

「身体」が内包する多様な中身を明らかにしていくこ

とが重要な課題となるであろう。環境との調和を無視

した社会・経済開発のもとでわが国では先ず深刻な環

境破壊が、そして前世紀後半から子どもの「からだと

心」に様々な問題が現れだした。現象的にはいわゆる

「体のおかしさ」や「心の問題」である。バブルがは

じけ社会の病弊が一気に吹き出した１９９０年代に入ると

哲学や思想界では「身体」を巡る論議が盛んに行われ

るようになった。そのなかで教育学者佐藤学１６）は、今日

の子どもの「からだ」の変化は、単なる「生理学的・医

学的症状」にとどまらず、「人と交われない硬直した身

体、人前に立つと萎縮してしまう身体、感受性と応答

性を喪失した身体、硬いからで覆われた自閉的な身体、

精神的な意味における身体の危機」と化してきており、

「教育の危機的状況の大半は、その根底において身体

の異変を軸として生じているととらえられる」と注目

すべき見方を示した。また「唯脳論」の著者養老孟司

との対談１７）では、現代社会における「喪失する身体」を

問題視し、「唯脳化社会から生身のからだをとり返す」

こと、つまり身体性の回復の必要性を示唆している。

現代社会に生きる人々の「身体」に関わる課題の内

実をいっそう豊かにつかみ、あわせ「健康・運動科学

実習」に取り組む学生の、時間や施設・設備などの条

件も考慮し、新たな「健康・運動科学実習」創出と展

開の充実をはかっていくことがわれわれの課題である。

２．調査方法および対象

作業仮説としての「身体リテラシー」概念をもとに

質問項目を設定した。項目は身体運動やスポーツに関

する意識と健康維持に関する生活状況および身体活動

量をとらえる内容で構成した。身体運動やスポーツに

関する意識を問う項目では、「強くそう思う」から「全

くそう思わない」までの４段階で回答を求めた。健康
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ７１
１４．５

１９２
３９．３

１９１
３９．１

３５
７．２

４８９
１００．０

女子 ９３
２９．２

１２６
３９．６

９５
２９．９

４
１．３

３１８
１００．０

全体 １６４
２０．３

３１８
３９．４

２８６
３５．４

３９
４．８

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １１７
２３．９

１８２
３７．２

１４３
２９．２

４７
９．６

４８９
１００．０

女子 １０１
３１８

１５９
５０．０

５６
１７．６

２
０．６

３１８
１００．０

全体 ２１８
２７．０

３４１
４２．３

１９９
２４．７

４９
６．１

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ２７０
５５．２

１４９
３０．５

６０
１２．３

１０
２．０

４８９
１００．０

女子 １６１
５０．６

１１５
３６．２

３６
１１．３

６
１．９

３１８
１００．０

全体 ４３１
５３．４

２６４
３２．７

９６
１１．９

１６
２．０

８０７
１００．０

維持に関する生活状況および身体活動量については、

行動の有無について二件法で回答を求め、身長、体重、

時刻を記入させた。なお定期的運動実施に関わる心理

的特性については岡１８）による運動セルフエフィカシーを

また身体活動量については村瀬１８）らによる国際標準化身

体活動質問表（IPAQ）日本語版 Long Version（LV）を用い

た。集計には統計パッケージ SPSS Version１３を用い、差

違の検討のため有意水準５％未満による χ２検定を行っ

た。各集計表の数値は特にことわらない限り、上段に

回答人数、下段に割合（％）を示した。

調査期間、調査対象は以下のとおりである。

期間：平成１６年１１～１２月

対象：平成１６年度健康・運動科学実習の受講者全員（都

合により実施できなかったクラスおよび欠席者、

所属や性別などについて回答漏れのあったもの

を除く）。

教育学部３１８名、行政社会学部１５６名、経済学部

３３３名、計８０７名。

注）平成１６年度は文部科学省の委託を受け「新体力テスト」も
実施した。アンケート調査と新体力テストの両データについ
て欠損値がないものを併合した結果６５６名となった。アンケー
ト調査と新体力テストを関連づけて分析する際はこのデータ
セットを用いた。

�．運動文化＆コミュニケーション部門

１．単純集計、及び男女の比較から

Ｑ１「自分の運動能力は高いほうだと思う」という

質問への回答（表１）は肯定約４割、否定約６割であっ

た。男女別では、男子の肯定が４６．３％に対して女子の

肯定は３１．２％と有意に低く、また女子の約３割が「全

くそう思わない」に回答していることから、女子の運

動に対する自信の無さが窺える。

表１ 自分の運動能力は高い方だと思う。

Ｑ２「スポーツは相手に勝たないと意味がないと思

う」に対する回答は表２の通りであった。全体で見る

と肯定３０％、否定７０％に分かれた。しかし男女別で見

ると女子の肯定１８．２％に対して男子の肯定が約３８．８％

と有意に高く、やや勝敗にこだわり過ぎる男子が多い

ことが分かる。スポーツは互いに勝利を目指して競い

合うものであり、結果としての勝利は確かに大きな達

成感や喜びをもたらしてくれるものではある。しかし

結果として勝利しなければ意味がないと考えると敗者

は報われず、勝利至上主義に陥ってしまう可能性が出

てくる。勝利を目指して全力を尽くしたり、作戦を工

夫したり、プレーそのものを楽しむこと、すなわちそ

の過程にも大きな意味が含まれていることを理解させ

たい。今後社会人となって生涯スポーツやレクリエー

ションスポーツを楽しんでいく世代に向かう大学生に

対して、より広いスポーツの価値観を育成していく必

要があると考えられる。

表２ スポーツは相手に勝たないと意味がないと思う

Ｑ３では「スポーツは運動能力が高い人だけが楽し

める文化だと思う」と、スポーツに対する考え方を尋

ねた。結果は全体の８５％が否定派であった（表３）。ス

ポーツは運動能力の高低にかかわらずみんなが楽しめ

る文化である。スポーツは競技スポーツだけではなく、

生涯スポーツやレクリエーションスポーツなど多種多

様であり、自分のレベルや指向、ペースに合わせて楽

しめることを理解させたい。

表３ スポーツは運動能力が高い人だけが楽しめる文化だと思う

Ｑ４「運動は人間が生きていく上で欠かせないもの

だと思う」は、基本的な運動の必要性について質問し

たものである。結果は全体の約９０％が肯定の回答であっ

た。男女別で見ると、男子の「強くそう思う」割合が

６４．４％と、女子の５４．４％に対して有意に高かった。こ

の結果から、学生自身、運動の必要性については認識

していることが分かった。最近の健康ブームもあり、

運動の必要性は雑誌やＴＶ番組など様々なところで説

かれている。文明社会の中で運動の機会は減少してい

るものの、健康の維持増進を考えれば人間の生活から

運動を欠くことは出来ないだろう。今後、運動をどの

ように実行させ、習慣化させるかが指導する側の課題
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ９
１．８

２９
５．９

１３５
２７．７

３１５
６４．５

４８８
１００．０

女子 ４
１．３

２９
９．１

１１２
３５．２

１７３
５４．４

３１８
１００．０

全体 １３
１．６

５８
７．２

２４７
３０．６

４８８
６０．５

８０６
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ９０
１８．４

２５３
５１．７

１１６
２３．７

３０
６．１

４８９
１００．０

女子 ４６
１４．５

１６６
５２．２

８９
２８．０

１７
５．３

３１８
１００．０

全体 １３６
１６．９

４１９
５１．９

２０５
２５．４

４７
５．８

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １６５
３３．７

１９６
４０．１

９５
１９．４

３３
６．７

４８９
１００．０

女子 ８５
２６．７

１２７
３９．９

８０
２５．２

２６
８．２

３１８
１００．０

全体 ２５０
３１．０

３２３
４０．０

１７５
２１．７

５９
７．３

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １１
２．２

５３
１０．８

１６９
３４．６

２５６
５２．４

４８９
１００．０

女子 ２
０．６

２０
６．３

１０８
３４．０

１８８
５９．１

３１８
１００．０

全体 １３
１．６

７３
９．０

２７７
３４．３

４４４
５５．０

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ５９
１２．１

２１２
４３．４

１５２
３１．１

６６
１３．５

４８９
１００．０

女子 ２４
７．５

１３８
４３．４

１３７
４３．１

１９
６．０

３１８
１００．０

全体 ８３
１０．３

３５０
４３．４

２８９
３５．８

８５
１０．５

８０７
１００．０

となるだろう。

表４ 運動は人間が生きていく上で欠かせないものだと思う

Ｑ５「授業の中で、誰にでも自分から積極的に声を

かけて一緒に取り組むことが出来る」は、体育授業に

おける他者との関わりに対する積極性についての質問

である。

アンケートの結果、積極的に声をかけられる学生が

約３０％、かけられない学生が約７０％であった。調査対

象が１年生ではあるが、調査時期が１０月であったこと

を考えると、もう少し積極性があってよいのではない

かと考えられ、こうした社会性、コミュニケーション

力の向上が今後望まれる。

身体リテラシーとは、単なる身体に対する知識、理

解、運動の仕方だけでなく、身体活動をとおした社会

性をも含む包括的な概念である。したがって健康・運

動学系では健康・運動科学実習の活動を通して、こう

した他者への働きかけがスムーズにできるようになる

ことも視野に入れて授業内容を検討していきたい。

表５ 授業の中で、誰にでも自分から積極的に声をか
けて一緒に取り組むことが出来る

Ｑ６「健康運動科学実習がきっかけとなって出来た

友人は、他の授業で出来た友人よりもたくさんいる」

の質問に対する回答は表６の通りであった。全体の約

３割が肯定であった。男女別で見ると、女子の肯定が

３３．４％と、男子の肯定２６．１％に対して有意に高かった。

運動することを主な目的として授業に参加する男子に

対して、運動を通じて仲間作りしたい女子という傾向

の違いが結果に表れているとも考えられる。Ｑ５で述

べたように、身体リテラシーには身体活動をする中で

人間関係を作り上げていく能力を含んでおり、そのた

め健康・運動科学実習では特に１年前期の入学間もな

い時期に実技を通して積極的に仲間作りを促進させる

授業内容を検討している。その狙いからするとこの質

問に対する回答は肯定派が多数であることが望ましい

わけだが、決して期待通りの結果とは言えない。今後、

男子も含めてさらに仲間作りの意識を高めていきたい。

表６ 健康運動科学実習がきっかけとなってできた友
人は、他の授業で出来た友人よりもたくさんいる

Ｑ７「他の人のナイスプレーやいい動きを一緒になっ

て喜んだり称賛したりできる」は、身体活動を集団で

行う際の他者との関わりを考えたときに最も基本的な

コミュニケーションスキルが、この「一緒になって喜

ぶ」「称賛する」ことであると考え、調査したものであ

る。結果は、ほぼ９割の学生が出来ると回答した。男

女別で見ると、女子の肯定が９３．１％と、男子の肯定

８７．０％よりも有意に高かった。今後、こうした基本的

なスキルの上に、さらに高いレベルのコミュニケーショ

ンスキルを獲得させる授業内容の検討が必要となるだ

ろう。

表７ 他の人のナイスプレーやいい動きを一緒になっ
て喜んだり称賛したりできる

Ｑ８「授業の始まりや終わりに、相手よりも先に挨

拶するほうだ」は、身体リテラシーの中で、マナーや

コミュニケーションの積極性に関する質問である。挨

拶という日常のマナーを、授業の仲間に対して積極的

に出来るか尋ねてみた。結果は、「先に挨拶する」

４６．３％であった。

表８ 授業の始まりや終わりに、相手よりも先に挨拶
するほうだ

Ｑ９「自分だけでなく、他の人も楽しんでいるかが
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ３５
７．２

９１
１８．６

１８４
３７．６

１７９
３６．６

４８９
１００．０

女子 １３
４．１

６４
２０．１

１４３
４５．０

９８
３０．８

３１８
１００．０

全体 ４８
５．９

１５５
１９．２

３２７
４０．５

２７７
３４．３

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ８３
１７．０

２２３
４５．７

１３８
２８．３

４４
９．０

４８８
１００．０

女子 ４７
１４．８

１４６
４５．９

１０１
３１．８

２４
７．５

３１８
１００．０

全体 １３０
１６．１

３６９
４５．８

２３９
２９．７

６８
８．４

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ４４
９．０

１０８
２２．１

１８５
３７．８

１５２
３１．１

４８９
１００．０

女子 ２９
９．１

９４
２９．６

１２３
３８．７

７２
２２．６

３１８
１００．０

全体 ７３
９．０

２０２
２５．０

３０８
３８．２

２２４
２７．８

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １６
３．３

４７
９．６

２１４
４３．８

２１２
４３．４

４８９
１００．０

女子 １４
４．４

２２
６．９

１４４
４５．３

１３８
４３．４

３１８
１００．０

全体 ３０
３．７

６９
８．６

３５８
４４．４

３５０
４３．４

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ３２
６．５

１５５
３１．７

２０７
４２．３

９５
１９．４

４８９
１００．０

女子 ６
１．９

７７
２４．２

１５６
４９．１

７９
２４．８

３１８
１００．０

全体 ３８
４．７

２３２
２８．７

３６３
４５．０

１７４
２１．６

８０７
１００．０

すごく気になる」は、他の人に意識を向けることが出

来ているか、自己中心的な活動で終わっていないか調

査してみたものである。結果は約４分の３が「気にな

る」と回答している。しかしこの結果が実習で高めら

れたものなのか、学生が初めから持っていたものなの

かは今回の調査からは不明である。

表９ 自分だけでなく他の人も楽しんでいるかがすごく気になる

Ｑ１０「他の人も楽しめるように、自分から声をかけ

て働きかけていくほうだ」は、Ｑ８の挨拶場面に対し

て、より一般的な活動場面で他者への積極的な関わり

が出来るかどうか尋ねたものである。結果は「働きか

けていく」３８．１％と、Ｑ８の挨拶場面よりも低い。挨

拶のような決まったパターンのコミュニケーションな

ら進んで出来るが、その場の状況や人に応じた適切な

コミュニケーションを図ることはそれなりのスキルが

必要とされるため、少し躊躇してしまう学生の姿が思

い浮かばれる。

表１０ 他の人も楽しめるように、自分から声をかけて
働きかけていくほうだ

Ｑ１１「どんなスポーツでも自分の技量でそれなりに

楽しめると思う」は、スポーツを楽しむ能力があるか

どうかを調査したものである。結果は、約３分の２が

「楽しめる」と回答している。男女別で見ると、男子

の６８．９％が「楽しめる」と回答しており、女子の６１．３％

よりも有意に高かった。今後の課題は、３人に１人が

どのような理由で「楽しめない」と回答しているかを

探り、彼等に幅広いスポーツの楽しみ方を提供するよ

うな授業を展開出来るかである。ここで言う「楽しむ

能力」とは運動能力とは一致しない。何故ならたとえ

運動能力が高くても自分の好きなスポーツ種目しかや

ろうとしないで「このスポーツはやってもつまらない」

と決めつけてしまう人もいれば、運動能力は高くない

が「このスポーツはこうやったら面白そうだ」と楽し

み方を自分のレベルに合わせて工夫出来る人もいるか

らである。

表１１ どんなスポーツでも自分の技量でそれなりに楽しめると思う

Ｑ１２「授業ではある程度決まった仲間で活動してい

る」という質問に対する回答は表１２の通りであった。

約９０％の学生が決まった仲間と活動していることが分

かった。通年授業の後期に調査した結果であるので、

授業が進むにつれ固定化していったのではないかと推

察される。仲間作りやコミュニケーション力を高める

ことを身体リテラシー教育のねらいの一つとしている

ことを考えれば、出来るだけ多くの人と関わらせるよ

うな授業展開の工夫が望まれるところである。

表１２ 授業ではある程度決まった仲間で活動している

Ｑ１３「授業の中でたくさんの人と関わることが楽し

い」は、他者とのコミュニケーションを楽しめるかに

ついての質問である。結果は、全体で約３分の２

（６６．６％）が「楽しい」と回答している。男女別で見

ると「楽しい」と答えた学生は、男子の６１．７％に対し

て女子は７３．９％と有意に高く、女子のコミュニケーショ

ン指向が男子よりも高いことが分かる。

表１３ 授業の中でたくさんの人と関わることが楽しい

Ｑ１４「この授業を通して、人とコミュニケーション

をとるのが上手くなったと思う」に対する回答は、「上

手くなった」が２１％と芳しくない。しかしこれは授業

でコミュニケーションスキルについて計画的に教えら

れてこなかったことを考えると、当然の結果であると

も言える。身体リテラシーの中にコミュニケーション

４ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １５４
３１．５

２３８
４８．７

８５
１７．１

１２
２．５

４８９
１００．０

女子 ７６
２３．９

１７０
５３．５

６８
２１．４

４
１．３

３１８
１００．０

全体 ２３０
２８．５

４０８
５０．６

１５３
１９．０

１６
２．０

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ３６
７．４

１６２
３３．１

１８６
３８．０

１０５
２１．５

４８９
１００．０

女子 ２２
６．９

１３４
４２．１

１０６
３３．３

５６
１７．６

３１８
１００．０

全体 ５８
７．２

２９６
３６．７

２９２
３６．２

１６１
２０．０

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ６７
１３．７

１８２
３７．２

１３９
２８．４

１０１
２０．７

４８９
１００．０

女子 ４８
１５．１

１２５
３９．３

８９
２８．０

５６
１７．６

３１８
１００．０

全体 １１５
１４．３

３０７
３８．０

２２８
２８．３

１５７
１９．５

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １７２
３５．２

２１４
４３．９

７９
１６．２

２３
４．７

４８８
１００．０

女子 １００
３１．４

１５１
４７．５

５７
１７．９

１０
３．１

３１８
１００．０

全体 ２７２
３３．７

３６５
４５．３

１３６
１６．９

３３
４．１

８０６
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １４６
２９．９

１７６
３６．１

１０１
２０．７

６５
１３．３

４８８
１００．０

女子 １０９
３４．３

１３４
４２．１

５７
１７．９

１８
５．７

３１８
１００．０

全体 ２５５
３１．６

３１０
３８．５

１５８
１９．６

８３
１０．３

８０６
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ３５
７．２

１２３
２５．２

２１６
４４．２

１１５
２３．５

４８９
１００．０

女子 ２２
６．９

１０２
３２．１

１１６
３６．５

７８
２４．５

３１８
１００．０

全体 ５７
７．１

２２５
７．９

３３２
４１．１

１９３
２３．９

８０７
１００．０

スキルが含まれることを念頭に置き、授業の中でも計

画的にコミュニケーションスキルを身につけさせるプ

ログラムを検討する必要があるだろう。

表１４ この授業を通して、人とコミュニケーションを
とるのが上手くなったと思う

Ｑ１５会話の中ではどちらかというと聞き役になるこ

とが多い」という質問に対する回答は、「聞き役が多い」

が過半数を超えた。男女別で見ると、男子５９．５％に対

して女子５０．９％と、聞き役になることが多い男子の割

合が女子よりも有意に高かった。ただこの質問に対し

ては、話す方が積極的で良く、聞き役は良くないと単

純に言えるものではないため、調査項目として再検討

が必要である。

表１５ 会話の中ではどちらかというと聞き役になることが多い

Ｑ１６「集団の輪の中に入っていくことが苦手である」

はＱ５やＱ１０とも関連するが、他者への積極的な関わ

りが出来るかについて、形を変えて尋ねてみたもので

ある。結果は苦手な人が約５０％であった。この質問に

ついても、どんな集団の輪の中にでも全く抵抗無く入っ

ていけることが良いことなのか、それともある程度の

抵抗感があって当前なのかについて、議論の余地があ

るだろう。

表１６ 集団の輪の中に入っていくことが苦手である

Ｑ１７「自分は集団の盛り上げ役になっていると思う」

に対する回答は表１７の通りであった。結果は「盛り上

げ役になっている」２１％であった。この割合が適正か

については現時点で比較すべきデータがないため、今

後集団の活性化との関連を検討する必要がある。ただ

し他者とのコミュニケーションスキルレベルとして、

集団の盛り上げ役になれる人は高いレベルにあると考

えられる。仲間を笑わせたり場の雰囲気を和ませたり

する人物が集団活動の潤滑油的存在となることによっ

て、集団がまとまり、活動が活性化すると考えられる。

表１７ 自分は集団の盛り上げ役になっていると思う

Ｑ１８「人と関わるより、一人で黙々と練習したり試

合したりするほうが好きだ」という質問に対して、約

３割の学生が「一人で黙々とするほうが好き」と回答

した。男女別では女子２３．６％に対して男子３４．０％と男

子の方が有意に高く、女子よりも男子のほうが一人で

取り組むスタイルを好んでいることが分かる。

表１８ 人と関わるより、一人で黙々と練習したり試合
したりするほうが好きだ

Ｑ１９「どちらかというと人に誘われてから、それに

応じる方だ」はＱ５やＱ１０と関連して、逆の受動的な

立場からの質問をしたものである。結果は肯定回答が

全体の約３分の２であった。

表１９ どちらかというと人に誘われてから、それに応じる方だ

Ｑ２０「プレー中に自分の感情（喜び、くやしさ等）

を素直に表すことが出来る」という質問に対する回答

は表２０の通りであった。「出来る」が７２．５％と多数を占

めた。男女別で見ると、女子の「出来る」７６．７％は男

子の６９．７％よりも有意に高かった。身体活動をする中

で感情の表出をすることは、単にストレスを発散する

ためだけでなく、集団でスポーツを楽しむために大切
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ３２
６．５

１１６
２３．７

１６５
３３．７

１７６
３６．０

４８９
１００．０

女子 １４
４．４

６０
１８．９

１２５
３９．３

１１９
３７．４

３１８
１００．０

全体 ４６
５．７

１７６
２１．８

２９０
３５．９

２９５
３６．６

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １５
３．１

３７
７．６

１１８
２４．１

３１９
６５．２

４８９
１００．０

女子 １７
５．３

５９
１８．６

１０．３
３２．４

１３９
４３．７

３１８
１００．０

全体 ３２
４．０

９６
１１．９

２２１
２７．４

４５８
５６．８

８０７
１００．０

な要素であると考えられる。何故なら一緒にプレーす

る仲間がどのような気持ちでプレーしているかを感情

の表出によって知ることが出来れば、Ｑ７で問うたよ

うな称賛の言葉や、「ドンマイ！」等という声かけのコ

ミュニケーションをとりやすくすることが出来るから

である。こうした感情の素直な表出から徐々に仲間つ

くりにつなげていき、最終的に誰とでも抵抗無くコミュ

ニケーションがとれるような身体リテラシーを育てて

いきたい。

表２０ プレー中に自分の感情（喜び、くやしさ等）を
素直に表すことが出来る

Ｑ２１「あなたは運動する（体を動かす）ことが好き

ですか？」という質問に対して、全体の８４．２％が「好

き」と回答している。しかし男女別で見ると、「好き」

と答えた割合は、男子８９．３％に対して女子は７６．１％と

有意に低く、女子が男子ほど運動を好んでいないこと

が分かった。今後、女子に対しても運動好きを増やす

ような授業の方策が検討される必要がある。

表２１ あなたは運動する（体を動かす）ことが好きですか？

２．学部間の比較から

各質問に対する回答を学部別に集計し、分析した。

その結果以下のような学部の特徴が明らかとなった。

＜教育学部＞

Ｑ２「スポーツは相手に勝たなければ意味がないと

思う」肯定２６．４％と、行政社会学部と経済学部の平均

３３．５％よりも有意に低く、勝利至上主義に否定的なス

ポーツ観を持つ教育学部生像が見える。また、Ｑ５「誰

にでも自分から積極的に声をかけて一緒に取り組む」

（教育３６．８％＞行社・経済平均２７．６％）し、Ｑ７「他

の人のナイスプレーやいい動きを一緒になって喜んだ

り賞賛したりできる」に「強くそう思う」教育５９．４％＞

行社・経済平均５２．３％、Ｑ１０「他の人も楽しめるよう

に、自分から声をかけて働きかけていく」教育４２．８％＞

行社・経済平均３５．０％、Ｑ１３「授業の中でたくさんの

人と関わることが楽しい」に「強くそう思う」教育

２５．２％＞行社・経済平均１９．２％、Ｑ１７「自分は集団の

盛り上げ役になっていると思う」教育２５．５％＞行社・

経済平均１８．０％、Ｑ２０「プレー中に自分の感情を素直

に表すことが出来るに「強くそう思う」が教育４１．２％＞

行社・経済平均３３．５％と、スポーツの勝敗よりも仲間

との関わりを授業やその他のスポーツ場面で強く意識

している傾向が見られた。そしてその結果、Ｑ６「健

康運動科学実習がきっかけとなってできた友人は、他

の授業で出来た友人よりもたくさんいる」に肯定した

学生の割合は教育３４．３％＞行社・経済平均２５．６％と、

教育学部生が実習でたくさんの友人を作っている結果

につながっていると考えられる。

＜行政社会学部＞

行政社会学部生は、Ｑ３「スポーツは運動能力が高

い人だけが楽しめる文化である」に「全くそう思わな

い」が行社６４．７％と、教育５４．１％経済４７．４％に対して

有意に高く、スポーツは万人が楽しめる文化であると

いう価値観を多くの行政社会学部生が持っていること

が明らかとなった。

また、Ｑ１２「授業ではある程度決まった仲間で活動

している」に「強くそう思う」が行社３５．９％と教育、

経済平均４５、２％に比べて有意に低いことや、Ｑ１５「会

話の中ではどちらかというと聞き役になることが多い」

に「強くそう思う」が行社２５．６％と教育、経済平均

１８．６％に対して有意に高いこと、さらにＱ１８「人と関

わるより、一人で黙々と練習したり試合したりする方

が好きだ」行社３７．８％と教育、経済平均２８．０％に比べ

て有意に高いことから、つき合う相手を特に固定化し

ないが、つき合い方がやや受け身的でおとなしく、人

との関係作りよりも自分にこだわりたい気質がありそ

うである。いかにも公務員的とは言い過ぎであろうが、

人との関わりを好む教育学部生がいかにも教員的であ

るのと好対照な結果となった。

＜経済学部＞

極めて独断的に言えば教員的な教育学部生と、公務

員的な行政社会学部生という特徴が出た２学部である

が、経済学部については特筆するような傾向が見られ

なかった。

３．集団種目、個人種目という区分による比較から

健康運動科学実習では、１年を通じて自分の取り組

６ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ５５
１１．３

１１２
２３．０

２２６
４６．３

９５
１９．５

４８８
１００．０

女子 ５
１．６

７８
２４．５

１５９
５０．０

７６
２３．９

３１８
１００．０

全体 ６０
７．４

１９０
２３．６

３８５
４７．８

１７１
２１．２

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １０３
２１．１

１８５
３７．９

１６１
３３．０

３９
８．０

４８８
１００．０

女子 ２４
７．５

１２２
３８．４

１５０
４７．２

２２
６．９

３１８
１００．０

全体 １２７
１５．８

３０７
３８．１

３１１
３８．６

６１
７．６

８０６
１００．０

みたい種目を選択させている。中には選択希望者が集

中して第２、第３希望へ変更を余儀なくされた学生も

いるが、大多数の学生は希望どおりの種目を受講でき

ている。そこで、集団種目を選択した学生と個人種目

を選択した学生の間にどんな特性があるかについて分

析した。ここで集団種目としたのは、「ソフトボール」

「サッカー」「バスケットボール」「バレーボール」で

あり、個人種目としたのは「バドミントン」「ゴルフ」

「テニス」「エアロビクス」である。

集団種目を選択した学生の運動、スポーツ観に関す

る特徴としては以下のとおりである。

Ｑ１「自分の運動能力は高い方だと思う」４５．４％と、

個人種目３３．４％に比べて有意に高い。

Ｑ２「スポーツは相手に勝たなければ意味がないと思

う」３４．１％と、個人種目２６．２％に比べて有意に高い。

Ｑ４「運動は人間が生きていく上で欠かせないものだ

と思う」も６４．３％と、個人種目５５．３％に比べて有意に

高い。

Ｑ１１「どんなスポーツでも自分の技量でそれなりに楽

しめると思う」７０．９％と個人種目５９．４％よりも有意に

高い。

Ｑ２１「あなたは運動することが好きですか？」９１．３％

と、個人種目７４．６％に比べて有意に高い。

以上のことから、集団種目選択者は運動好きで、運動

の必要性も理解しているが、運動に対する自信がある

分、勝負にはこだわるという傾向があることが分かっ

た。

また、「他の人のナイスプレーやいい動きを一緒になっ

て喜んだり賞賛したりできる」に「強くそう思う」が

６０．０％と、個人種目４８．４％に比べて有意に高いことや、

Ｑ９「自分だけでなく、他の人も楽しんでいるかがす

ごく気になる」に「すごくそう思う」が３８．７％と、個

人種目２８．５％よりも有意に高いことから、集団種目ら

しい他者への共感や配慮が見られる。

そうした他者への配慮を授業で実践することにより、

Ｑ１４「この授業を通して、人とコミュニケーションを

とるのが上手くなったと思う」２３．９％と、個人種目

１７．０％よりも有意に高いこと、またＱ６「健康運動科

学実習がきっかけとなってできた友人は、他の授業で

出来た友人よりもたくさんいる」３４．８％と、個人種目

２１．３％よりも有意に高い結果につながっていると考え

られる。この結果が、集団種目を選択した学生が初め

から持っていた特性なのか、実習を履修する中で育ま

れたものなのかを今後明らかにしていく必要がある。

一方、個人種目選択者の特徴としては、Ｑ３「スポ

ーツは運動能力が高い人だけが楽しめる文化である」

１６．７％と、集団種目１１．７％よりも有意に高く、少数で

はあるがやや偏ったスポーツ観を持っている学生が多

いことが分かった。またＱ１２「授業ではある程度決まっ

た仲間で活動している」に「強くそう思う」が５０．７％

と、集団種目３７．８％よりも有意に高く、これは個人種

目選択者が元々持っている特徴なのか、あるいは個人

種目の授業展開上、ある程度固定化してしまう傾向が

あるのかについては、今後さらに検討、分析を進めて

いく必要性がある。

�．健康部門

１．健康意識について

『あなたは自分を健康だと思いますか』との質問に

対し、表２２のような回答を得た。「強くそう思う」「そ

う思う」をあわせた肯定的な回答が７０％近くを占めた。

女子学生は男子学生に比べ肯定的に回答した割合が有

意に高かった。

表２２ あなたは健康だと思いますか

『あなたは自分自身の日常生活は健康的だと思いま

すか』との質問に対し、表２３のような回答を得た。約

半数の学生が自分自身の日常生活を健康的であると肯

定的に回答したものの、女子学生は男子学生に比べ肯

定的に回答した割合が有意に高かった。

表２３ あなたは自分自身の日常生活は健康的だと思いますか

『健康的な食生活を送っていますか』との質問に対

し、表２４のような回答を得た。日常生活と同様に約半

数の学生が自分自身の日常生活を健康的であると肯定

的に回答したものの、女子学生は男子学生に比べ肯定

的に回答した割合が有意に高かった。
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １０６
２１．７

１６７
３４．２

１７６
３６．０

４０
８．２

４８９
１００．０

女子 ３４
１０．７

１１５
３６．３

１３６
４２．９

３２
１０．１

３１７
１００．０

全体 １４０
１７．４

２８２
３５．０

３１２
３８．７

７２
８．９

８０６
１００．０

あなたは自分自身の日常生活は健康的だと思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
自
分
を
健
康
だ

と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

２１３
８５．５

３６
１４．５

２４９
１００

肯定的回答群
（３または４）

２２１
３９．７

３３５
６０．３

５５６
１００

合計 ４３４
５３．９

３７１
４６．１

８０５
１００

あなたは自分自身の日常生活は健康的だと思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
自
分
を
健
康
だ

と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１８１
７２．７

６８
２７．３

２４９
１００

肯定的回答群
（３または４）

２４１
４３．３

３１５
５６．７

５５６
１００

合計 ４２２
５２．４

３８３
４７．６

８０５
１００

１ 決まって
いる

２ 決まって
いない ３ 食べない 合計

男子 １８１
３７．０

１８９
３８．７

１１９
２４．３

４８９
１００．０

女子 １８６
５８．５

８５
２６．７

４７
１４．８

３１８
１００．０

全体 ３６７
４５．５

２７４
３４．０

１６６
２０．６

８０７
１００．０

１ 決まって
いる

２ 決まって
いない ３ 食べない 合計

男子 ３４３
７０．１

１４０
２８．６

６
１．２

４８９
１００．０

女子 ２７４
８６．２

４１
１２．９

３
０．９

３１８
１００．０

全体 ６１７
７６．５

１８１
２２．４

９
１．１

８０７
１００．０

１ 決まって
いる

２ 決まって
いない ３ 食べない 合計

男子 １５４
３１．５

３３４
６８．３

１
０．２

４８９
１００．０

女子 ９３
２９．２

２２２
６９．８

３
０．９

３１８
１００．０

全体 ２４７
３０．６

５５６
６８．９

４
０．５

８０７
１００．０

表２４ 健康的な食生活を送っていますか

２．健康に関する自己評価と日常生活および食生活に

関する自己評価との関連性

『あなたは自分を健康だと思いますか』との質問に

対し肯定的に回答した学生は、否定的に回答した学生

に比べ『あなたは自分自身の日常生活は健康的だと思

いますか』との質問に対し肯定的に回答した割合が有

意に高かった（表２５）。

表２５ 自己の健康に関する評価と日常生活に関する評価との関係

同様に『あなたは自分を健康だと思いますか』との

質問に対し肯定的に回答した学生は否定的に回答した

学生に比べ『健康的な食生活を送っていますか』との

質問に対し肯定的に回答した割合が有意に高かった（表

２６）。

表２６ 自己の健康に関する評価と食生活に関する評価との関係

以上のことから学生自身が考える「健康である」と

いう状態は、日常生活および食生活の両方が健康的で

あるとの考えに起因している可能性が考えられる。

３．食生活について

『食事の時刻は決まっていますか』との質問に対し、

表２７～２９のような回答を得た。

５０％弱の学生が朝食を決まった時刻に摂っていたが、

約２０％の学生は朝食を欠食していた。男子学生は女子

学生に比べ決まった時刻に朝食を食べる学生が有意に

少なく、欠食する学生も有意に多かった。

表２７ 朝食の時刻は決まっていますか

昼食を欠食する学生はほとんどいなかった。しかし

男子学生は女子学生に比べ決まった時刻に昼食を食べ

る学生が有意に少なかった。

表２８ 昼食の時刻は決まっていますか

夕食はほぼ全員が食べるものの約７０％の学生はその

時刻が一定ではなかった。この傾向は男女の間に差は

なかった。

表２９ 夕食の時刻は決まっていますか

本調査は大学１年生に対して実施した。これまで親

元で生活してきた学生にとって、自分で食事を作り、

食べることは面倒で難しい。朝食を欠食する学生は２０％

と多い。夜更かし等が原因で起床時刻が遅くなり、朝

食を食べる時間が無い学生が多いことが予想される。

朝食を欠食する者の割合は、健康日本２１では２０歳代男

性で３２．９％、中学・高校生で６．０％であると報告され１２）、

健康ふくしま２１計画では１０歳代男性で２２．０％、２０歳代

男性で４０．４％であると報告されている１５）。これらの報告

と比べると福島大学１年生の朝食の欠食者の割合は決

して多くない。しかし、健康日本２１では「欠食の始ま

りは中学・高校生頃からという者が多くみられる」と

述べている１２）。一人暮らしが始まった大学生の欠食者が

今後増加する可能性は十分考えられる。また授業に合

わせて起床する傾向にあると考えられ、朝食は食べる

８ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



朝食の時刻は決まっていますか

１ 決まっ
ている

２ 決まっ
ていない

３ 食べな
い 合計

健
康
的
な
食
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１２５
２９．６

１６４
３８．９

１３３
３１．５

４２２
１００

肯定的回答群
（３または４）

２４１
６２．８

１１０
２８．６

３３
８．６

３８４
１００

合計 ３６６
４５．４

２７４
３４．０

１６６
２０．６

８０６
１００．０

昼食の時刻は決まっていますか

１ 決まっ
ている

２ 決まっ
ていない

３ 食べな
い 合計

健
康
的
な
食
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

２９０
６８．７

１２６
２９．９

６
１．４

４２２
１００

肯定的回答群
（３または４）

３２７
８５．２

５４
１４．１

３
０．８

３８４
１００

合計 ６１７
７６．６

１８０
２２．３

９
１．１

８０６
１００．０

夕食の時刻は決まっていますか

１ 決まっ
ている

２ 決まっ
ていない

３ 食べな
い 合計

健
康
的
な
食
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

８０
１９．０

３３９
８０．３

３
０．７

４２２
１００

肯定的回答群
（３または４）

１６７
４３．５

２１６
５６．３

１
０．３

３８４
１００

合計 ２４７
３０．６

５５５
６８．９

４
０．５

８０６
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ８４
１７．２

１６０
３２．７

１８５
３７．８

６０
１２．３

４８９
１００．０

女子 ２９
９．１

１１９
３７．４

１１７
３６．８

５３
１６．７

３１８
１００．０

全体 １１３
１４．０

２７９
３４．６

３０２
３７．４

１１３
１４．０

８０７
１００．０

１ 決まっ
ている

２ 決まっ
ていない 合計

男子 １２１
２４．７

３６８
７５．３

４８９
１００．０

女子 ８４
２６．４

２３４
７３．６

３１８
１００．０

全体 ２０５
２５．４

６０２
７４．６

８０７
１００．０

もののその時刻が決まっていない学生も多い。昼食は

昼休みに食べることが多いため、食べる時刻が決まっ

ている傾向にある。しかし夕食は食べる時刻が決まっ

ていない学生が多い。これは授業終了後の生活が毎日

一定でないことが原因であると考えられる。クラブ活

動やアルバイトなど、日によってスケジュールが異な

り、決まった時刻での食事を困難にさせていると考え

られる。食事の時刻が一定でないと血糖値等のサーカ

ディアンリズムが一定でなくなり、様々なトラブルの

原因になるといわれており注意が必要である。従って、

食生活に関する学生教育が課題である。

４．食生活に関する評価と食事の時刻との関係

『健康的な食生活を送っていますか』との質問に対

し、肯定的に回答した学生は、否定的に回答した学生

に比べ朝食の時刻が決まっていると回答した学生の割

合が有意に高く、朝食を欠食する学生の割合が有意に

低かった（表３０）。

表３０ 食生活に関する評価と朝食の時刻との関係

昼食においても同様に、健康的な食生活を送ってい

ると肯定的に回答した学生は、否定的に回答した学生

に比べ昼食の時刻が決まっていると回答した学生の割

合が有意に高かった（表３１）。

表３１ 食生活に関する評価と昼食の時刻との関係

夕食においても同様に、健康的な食生活を送ってい

ると肯定的に回答した学生は、否定的に回答した学生

に比べ夕食の時刻が決まっていると回答した学生の割

合が有意に高かった（表３２）。

表３２ 食生活に関する評価と夕食の時刻との関係

以上より、食生活に関する自己評価と決まった時刻

に食事をすることとの間には関連性が高く、食生活の

善し悪しの指標となっていることがわかった。

５．生活習慣について

『健康的な睡眠を確保していますか』との質問に対

し、表３３のような回答を得た。肯定的な回答と否定的

な回答がそれぞれ半数を占めた。

表３３ 健康的な睡眠を確保していますか

『日常の就寝時刻、起床時刻は決まっていますか』

との質問に対し、次のような回答を得た。

約２５％の学生で就寝時刻が決まっており、男女とも

同じ傾向であった（表３４）。

表３４ 就寝時刻は決まっていますか

就寝時刻の平均は０時４９分であった。各時間帯の分

布は表３５の通りであった。午前０時以降に就寝する学

生は９０％近くを占めた。
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就寝時刻 人数 割合

２１：００～２１：５９ ３ ０．４

２２：００～２２：５９ ８ １．０

２３：００～２３：５９ ９７ １２．４

０：００～０：５９ ２６６ ３４．０

１：００～１：５９ ２４６ ３１．５

２：００～２：５９ １２９ １６．５

３：００～３：５９ ２８ ３．６

４：００～４：５９ ５ ０．６

合計 ７８２ １００．０

１ 決まっ
ている

２ 決まっ
ていない 合計

男子 ２７１
５５．４

２１８
４４．６

４８９
１００．０

女子 ２１５
６７．６

１０３
３２．４

３１８
１００．０

全体 ４８６
６０．２

３２１
３９．８

８０７
１００．０

起床時刻 人数 割合

４：００～４：５９ ２ ０．３

５：００～５：５９ ４８ ６．２

６：００～６：５９ ２１６ ２７．９

７：００～７：５９ ３４１ ４４．０

８：００～８：５９ １２１ １５．６

９：００～９：５９ ３４ ４．４

１０：００～１０：５９ １３ １．７

合計 ７７５ １００．０

睡眠時間 人数 割合

３：００～３：５９ ７ ０．９

４：００～４：５９ ５５ ７．１

５：００～５：５９ １６２ ２１．０

６：００～６：５９ ２８６ ３７．１

７：００～７：５９ １８９ ２４．５

８：００～８：５９ ６０ ７．８

９：００～９：５９ １０ １．３

１０：００～１０：５９ ２ ０．３

合計 ７７１ １００．０

１ 吸って
いる

２ 吸って
いない

３ 以前吸っ
ていた 合計

男子 ７８
１６．０

３９３
８０．４

１８
３．７

４８９
１００．０

女子 ８
２．５

３０４
９５．６

６
１．９

３１８
１００．０

全体 ８６
１０．７

６９７
８６．４

２４
３．０

８０７
１００．０

表３５ 就寝時刻の度数分布

約６０％の学生で起床時刻が決まっていた。女子学生

の方が男子学生よりも起床時刻が決まっている割合が

有意に高かった（表３６）。

表３６ 起床時刻は決まっていますか

起床時刻の平均は７時０９分であった。起床時刻の分

布は表３７の通りであった。７時台に起床する学生が多

く、次いで６時台、８時台であった。１時間目の授業

が始まるのが８時４０分であること、学生の多くがキャ

ンパスの近くに住んでいることが今回の結果の要因で

あると考えられる。

表３７ 起床時刻の度数分布

睡眠時間の平均値は６時間２１分であった。睡眠時間

の分布は表３８の通りであった。

表３８ 睡眠時間の度数分布

『あなたはたばこを吸っていますか』との質問に対

し、表３９のような回答を得た。健康日本２１では高校３

年生の毎日喫煙者の割合は男子で２５．４％、女子で７．１％

に達していると報告され１３）、健康ふくしま２１計画では１５

～１９歳の喫煙率は男性で８．７％、女性で２．４％と報告さ

れている１４）。これらの報告と本調査の結果にはばらつき

がある。これは各調査の方法や対象が異なるためと考

えられる。健康ふくしま２１計画では、家族ごとに調査

用紙を回収したため、家族に内緒で喫煙している未成

年者のデータが欠けている可能性が考えられる。一方、

本調査では授業時間中に教員がいる部屋の中で実施し

たこと、この調査結果を授業評価等には利用しないこ

とや未成年者の喫煙者に対しても特別な対応はしない

ことを調査時に伝えたが、他の調査項目と一緒に調査

したため記名方式で実施したことなど、喫煙率を正確

に調査することに関してその方法に欠点があった。福

島大学１年生の実態を正確に把握するためには、さら

なる厳密な調査が必要である。

表３９ あなたはたばこを吸っていますか

喫煙者（現在の喫煙者）の１日あたりの喫煙本数は

９．３±６．９（平均値±標準偏差）本、最大値は３０本であっ

た。男子では９．６±６．３本、女子では７．１±１０．５本であっ

た。

『たばこは健康の維持増進のために良いと思います

か。悪いと思いますか。』との質問に対し、表４０のよう

な回答を得た。「どちらともいえない」と回答した学生

が約６％、男子学生においては８％もいた。喫煙によ

り「気持ちが落ち着く」、「イライラが解消する」、「ス

トレス発散する」など、喫煙者における一時的な効果
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１ 良い ２ 悪い ３ どちらと
もいえない 合計

男子 ９
１．８

４４１
９０．２

３９
８．０

４８９
１００．０

女子 ０
０．０

３０９
９７．２

９
２．８

３１８
１００．０

全体 ９
１．１

７５０
９２．９

４８
５．９

８０７
１００．０

１ 飲む ２ 機会飲酒 ３ 飲まない 合計

男子 ４０
８．２

３８８
７９．５

６０
１２．３

４８８
１００．０

女子 ７
２．２

２８１
８８．４

３０
９．４

３１８
１００．０

全体 ４７
５．８

６６９
８３．０

９０
１１．２

８０６
１００．０

１ 良い ２ 悪い ３ どちらと
もいえない 合計

男子 ９８
２０．１

６７
１３．７

３２３
６６．２

４８８
１００．０

女子 ２３
７．３

３６
１１．４

２５８
８１．４

３１７
１００．０

全体 １２１
１５．０

１０３
１２．８

５８１
７２．２

８０５
１００．０

１ 非常
に軽い ２ ３ ４ ５ 非常

に重い 合計

男子 ２５
５．１

１１９
２４．３

１６５
３３．７

１３７
２８．０

４３
８．８

４８９
１００．０

女子 ３
０．９

１９
６．０

８５
２６．７

１５１
４７．５

６０
１８．９

３１８
１００．０

全体 ２８
３．５

１３８
１７．１

２５０
３１．０

２８８
３５．７

１０３
１２．８

８０７
１００．０

はニコチン中毒が招いたものであることがわかってお

り、非喫煙者が喫煙することにより同様の効果が得ら

れるわけではないことは明白である。これらの防煙教

育を大学生にも実施する必要性も感じられる。

表４０ たばこは健康の維持増進のために良いと思いま
すか。悪いと思いますか。

『あなたはお酒を飲みますか』との質問に対し、表

４１のような回答を得た。この質問も喫煙同様、未成年

者の飲酒に対して特別な対応をしないことを伝えて調

査した。

大学生になると飲酒の機会も増える。機会飲酒と答

えた学生が８０％以上いたことからもいわゆる「飲み会」

が飲酒の機会を増大させていると考えられる。

表４１ あなたはお酒を飲みますか

『飲酒は健康の維持増進のために良いと思いますか。

悪いと思いますか。』との質問に対し、表４２のような回

答を得た。飲酒の効能は様々な意見があり単純に善し

悪しを決めかねる。本調査で「どちらともいえない」

との回答が多かったのは、このことを反映してのこと

かも知れない。しかし、多量の飲酒や習慣性の飲酒は

健康を損ねることは周知の事実である。「良い」と回答

する男子学生が約２０％もいたことは今後のアルコール

教育についての課題と考えられる。

表４２ 飲酒は健康の維持増進のために良いと思います
か。悪いと思いますか。

６．体格について

『あなた自身の健康にとって望ましい体重を答えて

ください』という質問に対する回答は、男子学生では

６３．１±６．３�、女子学生では４８．９±４．６�であった。一

方実際の体重では男子学生は６４．０±９．９�、女子学生は

５３．１±７．８�であった。

実体重に対する健康にとって望ましい体重と実体重

との差の割合（＝（望ましい体重－実体重）÷実体重×

１００）を算出した。結果がプラスであれば、実体重の方

が少なく体重を増やした方が良いと考えられ、マイナ

スであれば実体重の方が多く、体重を減らした方が良

いと考えられる。全体では－３．０９±１０．１１％、男子学生

では－０．４９±１０．５０％、女子学生では－７．０７±８．０１％で

あり、女子学生では望ましいと考えている体重よりも

実体重の方が重い傾向が認められた。

ＢＭＩが適正（１８．５～２５）である学生を抽出し（男

子３８７名、女子２５４名）、彼らにおける「実体重に対する

健康にとって望ましい体重と実体重との差の割合」を

算出すると全体では－２．５３±７．６５％、男子では０．１５±

７．５４％、女子では－６．６２±５．７８％であった。

望ましいと考える体重と実体重においてピアソンの

積率相関係数を求めると、男子学生では０．５９２、女子学

生では０．７２１といずれも有意な相関であったが、女子学

生の方がその相関が高かった。

『現在のあなたの体重は、健康にとって望ましいと

考える体重と比べて、重いですか？軽いですか？』と

いう質問に対して、「非常に重い」を５、「非常に軽い」

を１とした５段階評価において、表４３のような回答を

得た。

表４３ 現在のあなたの体重は、健康にとって望ましい
と考える体重と比べて、重いですか。軽いですか。

『現在のあなたの体脂肪率は健康にとって望ましい

と考える体脂肪率に比べて、高いですか？低いです

か？』という質問に対する５段階評価において、表４４

のような回答を得た。
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１ 非常
に低い ２ ３ ４ ５ 非常

に高い 合計

男子 ４
０．８

５２
１１．０

１７２
３６．４

１９３
４０．８

５２
１１．０

４７３
１００．０

女子 １
０．３

１１
３．５

９５
３０．３

１４５
４６．２

６２
１９．７

３１４
１００．０

全体 ５
０．６

６３
８．０

２６７
３３．９

３３８
４２．９

１１４
１４．５

７８７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ９０
１８．４

１９１
３９．１

１６９
３４．６

３９
８．０

４８９
１００．０

女子 ５１
１６．１

１５５
４８．９

９４
２９．７

１７
５．４

３１７
１００．０

全体 １４１
１７．５

３４６
４２．９

２６３
３２．６

５６
６．９

８０６
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ８４
１７．２

２２０
４５．０

１５４
３１．５

３１
６．３

４８９
１００．０

女子 ７３
２３．０

１５６
４９．１

７９
２４．８

１０
３．１

３１８
１００．０

全体 １５７
１９．５

３７６
４６．６

２３３
２８．９

４１
５．１

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ６３
１２．９

１８５
３７．８

１８８
３８．４

５３
１０．８

４８９
１００．０

女子 ７０
２２．０

１４２
４４．７

８６
２７．０

２０
６．３

３１８
１００．０

全体 １３３
１６．５

３２７
４０．５

２７４
３４．０

７３
９．０

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １３７
２８．０

１８４
３７．６

１２６
２５．８

４２
８．６

４８９
１００．０

女子 ９５
２９．９

１２５
３９．３

８４
２６．４

１４
４．４

３１８
１００．０

全体 ２３２
２８．７

３０９
３８．３

２１０
２６．０

５６
６．９

８０７
１００．０

表４４ 現在のあなたの体脂肪率は、健康にとって望ましい
と考える体脂肪率と比べて、高いですか。低いですか。

体格について半数以上の学生が「体重が重い」「体脂

肪率が高い」と感じており、この傾向は男子学生（約

５０％）よりも女子学生（約６５％）の方が強かった。

これらの結果から、男子学生では望ましい体重と実

体重との間に差が小さい学生と大きい学生が混在して

いる。一方、女子学生の方が望ましいと考えている体

重と実体重との間に差は大きいが、関連性が高く、且

つ一様に実体重よりも健康にとって望ましいと考える

体重の方が軽いことがわかる。これは、望ましい体重

を適切に理解していないか、あるいは近年いわれてい

る女性における痩身願望が健康にとって望ましい体重

に反映された可能性が考えられる。しかし、「ちょうど

良い」と感じている学生の割合も多く、ある程度は適

切な考えを持って生活していることも伺える。

７．運動能力および健康と運動について

『あなたは、自分自身に体力があると思いますか』

という質問に対し、表４５のような回答を得た。肯定的

に回答した学生が約４０％おり、男子学生が肯定的に回

答した割合は女子学生が肯定的に回答した割合よりも

有意に高かった。

表４５ あなたは自分自身に体力があると思いますか

『あなたは、自分自身に筋力があると思いますか』

という質問に対し、表４６のような回答を得た。約３分

の１の学生が肯定的に回答した。男子学生が肯定的に

回答した割合は女子学生が肯定的に回答した割合より

も有意に高かった。

表４６ あなたは自分自身に筋力があると思いますか

『あなたは、自分自身に瞬発力があると思いますか』

という質問に対し、表４７のような回答を得た。肯定的

に回答した学生が約４０％いた。男子学生が肯定的に回

答した割合は、女子学生が肯定的に回答した割合に比

べ有意に高かった。

表４７ あなたは自分自身に瞬発力があると思いますか

『あなたは、自分自身に持久力があると思いますか』

という質問に対し、表４８のような回答を得た。肯定的

に回答した学生が約３分の１であり、その傾向は男女

とも同様であった。

表４８ あなたは自分自身に持久力があると思いますか

８．体力に関する自己評価と筋力、瞬発力、持久力に

関する自己評価との関係

『あなたは自分自身に体力があると思いますか』と

の質問に対し、肯定的に回答した学生は、否定的に回

答した学生と比べ、『あなたは自分自身に筋力があると

思いますか』『あなたは自分自身に瞬発力があると思い

ますか』『あなたは自分自身に持久力があると思います

か』のいずれの質問に対しても肯定的に回答した割合

が有意に高かった（表４９～５１）。その傾向は持久力を問

う質問でもっとも顕著であった。以上のことから、自

分自身の体力の評価は持久力の評価に寄与している割

合が大きく、また筋力や瞬発力にも関連性があること

がわかった。一般的に考えられている『体力≒持久力』

というイメージは、本調査における福島大学生におい

ても同様であった。

１２ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



あなたは自分自身に筋力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
体

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

３８７
７９．５

１００
２０．５

４８７
１００

肯定的回答群
（３または４）

１４５
４５．５

１７４
５４．５

３１９
１００

合計 ５３２
６６．０

２７４
３４．０

８０６
１００

あなたは自分自身に瞬発力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
体

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

３３４
６８．６

１５３
３１．４

４８７
１００

肯定的回答群
（３または４）

１２５
３９．２

１９４
６０．８

３１９
１００

合計 ４５９
５６．９

３４７
４３．１

８０６
１００

あなたは自分自身に持久力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
体

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

４３４
８９．１

５３
１０．９

４８７
１００

肯定的回答群
（３または４）

１０６
３３．２

２１３
６６．８

３１９
１００

合計 ５４０
６７．０

２６６
３３．０

８０６
１００

あなたは自分自身に体力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
運
動
す
る
（
体
を
動

か
す
）
こ
と
が
好
き
で
す
か

否定的回答群
（１または２）

１１４
８９．１

１４
１０．９

１２８
１００

肯定的回答群
（３または４）

３７３
５５．０

３０５
４５．０

６７８
１００

合計 ４８７
６０．４

３１９
３９．６

８０６
１００

あなたは自分自身に筋力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
運
動
す
る
（
体
を
動

か
す
）
こ
と
が
好
き
で
す
か

否定的回答群
（１または２）

１１１
８６．７

１７
１３．３

１２８
１００

肯定的回答群
（３または４）

４２２
６２．２

２５７
３７．８

６７９
１００

合計 ５３３
６６．０

２７４
３４．０

８０７
１００

あなたは自分自身に瞬発力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
運
動
す
る
（
体
を
動

か
す
）
こ
と
が
好
き
で
す
か

否定的回答群
（１または２）

１０４
８１．３

２４
１８．８

１２８
１００

肯定的回答群
（３または４）

３５６
５２．４

３２３
４７．６

６７９
１００

合計 ４６０
５７．０

３４７
４３．０

８０７
１００

あなたは自分自身に持久力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
運
動
す
る
（
体
を
動

か
す
）
こ
と
が
好
き
で
す
か

否定的回答群
（１または２）

１１５
８９．８

１３
１０．２

１２８
１００

肯定的回答群
（３または４）

４２６
６２．７

２５３
３７．３

６７９
１００

合計 ５４１
６７．０

２６６
３３．０

８０７
１００

文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

自
分
の
運
動
能
力
は
高
い

方
だ
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

９５
２３．９

３０３
７６．１

３９８
１００

肯定的回答群
（３または４）

１７３
６７．１

８５
３２．９

２５８
１００

合計 ２６８
４０．９

３８８
５９．１

６５６
１００

表４９ 体力に関する自己評価と筋力に関する自己評価との関係

表５０ 体力に関する自己評価と瞬発力に関する自己評価との関係

表５１ 体力に関する自己評価と持久力に関する自己評価との関係

９．運動愛好度と体力の要素の自己評価との関係

『あなたは運動する（身体を動かす）ことが好きで

すか』との質問に対して肯定的に回答した学生は、否

定的に回答した学生に比べ、体力、筋力、瞬発力、持

久力に関する自己評価のいずれの質問に対し肯定的に

回答した割合が有意に高かった（表５２～５５）。つまり運

動の好き嫌いは、身体能力の有無の自己評価との関連

性が高いことがわかった。

表５２ 運動愛好度と体力に関する自己評価との関係

表５３ 運動愛好度と筋力に関する自己評価との関係

表５４ 運動愛好度と瞬発力に関する自己評価との関係

表５５ 運動愛好度と持久力に関する自己評価との関係

１０．体力テストの総合評価との関係

文部科学省の体力・運動能力テストの結果と身体活

動や運動能力に関する自己評価との関連性を検討する

と、運動能力等に関する自己評価で肯定的に回答した

学生は、否定的に回答した学生と比べ、体力・運動能

力テストの成績が良い（総合評価がＡまたはＢ）割合

が有意に高く、学生自身の自己評価にはある程度の根

拠があることがわかった（表５６～６１）。

表５６ 運動能力自己評価と文部科学省体力テスト総合評価との関係
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文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

あ
な
た
は
運
動
す
る
（
体
を
動

か
す
）
こ
と
が
好
き
で
す
か

否定的回答群
（１または２）

９
８．９

９２
９１．１

１０１
１００

肯定的回答群
（３または４）

２５９
４６．７

２９６
５３．３

５５５
１００

合計 ２６８
４０．９

３８８
５９．１

６５６
１００

文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
体

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１０８
２７．３

２８７
７２．７

３９５
１００

肯定的回答群
（３または４）

１６０
６１．３

１０１
３８．７

２６１
１００

合計 ２６８
４０．９

３８８
５９．１

６５６
１００

文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
筋

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１２４
２９．１

３０２
７０．９

４２６
１００

肯定的回答群
（３または４）

１４４
６２．６

８６
３７．４

２３０
１００

合計 ２６８
４０．９

３８８
５９．１

６５６
１００

文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
瞬
発

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１１０
２９．３

２６５
７０．７

３７５
１００

肯定的回答群
（３または４）

１５８
５６．２

１２３
４３．８

２８１
１００

合計 ２６８
４０．９

３８８
５９．１

６５６
１００

文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
持
久

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１３８
３１．７

２９８
６８．３

４３６
１００

肯定的回答群
（３または４）

１３０
５９．１

９０
４０．９

２２０
１００

合計 ２６８
４０．９

３８８
５９．１

６５６
１００

文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

あ
な
た
は
日
常
身
体
を
動
か
し

て
い
る
方
だ
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１２０
２９．１

２９２
７０．９

４１２
１００

肯定的回答群
（３または４）

１４７
６０．５

９６
３９．５

２４３
１００

合計 ２６７
４０．８

３８８
５９．２

６５５
１００

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ９２
１８．９

１８３
３７．５

１１４
２３．４

９９
２０．３

４８８
１００．０

女子 ８８
２７．７

１４９
４６．９

５２
１６．４

２９
９．１

３１８
１００．０

全体 １８０
２２．３

３３２
４１．２

１６６
２０．６

１２８
１５．９

８０６
１００．０

１ 持久的
な運動

２ 瞬発的
な運動

３ 筋力ト
レーニング
的な運動

４ 息こら
え 合計

男子 ４０９
８３．８

１９
３．９

５４
１１．１

６
１．２

４８８
１００．０

女子 ２４８
７８．５

３
０．９

６４
２０．３

１
０．３

３１６
１００．０

全体 ６５７
８１．７

２２
２．７

１１８
１４．７

７
０．９

８０４
１００．０

表５７ 運動愛好度と文部科学省体力テスト総合評価との関係

表５８ 体力自己評価と文部科学省体力テスト総合評価との関係

表５９ 筋力自己評価と文部科学省体力テスト総合評価との関係

表６０ 瞬発力自己評価と文部科学省体力テスト総合評価との関係

表６１ 持久力自己評価と文部科学省体力テスト総合評価との関係

表６２ 身体活動自己評価と文部科学省体力テスト総合評価との関係

１１．運動と健康について

『あなたは、日常身体を動かしている方だと思いま

すか』という質問に対し、表６３のような回答を得た。

日頃身体を動かしているのは女子学生よりも男子学生

の方が多かった。女子学生は自分自身の体重が重い、

体脂肪率が高いと感じているもののそれを改善するた

めに運動（身体活動）に取り組む姿勢が不足している

ことが伺える。今後大学において身体活動量を増加さ

せるような授業や体格改善を促す授業を展開すること

でこれらを改善することができる可能性が考えられる。

またいかに日常生活において身体活動量を増大させる

かを考えさせ実践させるプログラムも必要と考えられ

る。

表６３ あなたは日常身体を動かしている方だと思いますか

『健康の維持増進のためにはどんな運動がもっとも

良いと思いますか』という質問に対し、表６４のような

回答を得た。持久的な運動が健康の維持増進のために

良いという認識が広まっていることが確認された。女

子学生において筋力トレーニング的な運動と回答した

割合が多いのは、シェイプアップ等においてレジスタ

ンストレーニングの有用性が説かれる機会が多いこと

に起因していると考えられる。

表６４ 健康の維持増進のためにはどんな運動が良いと思いますか

１４ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



平均値 標準偏差 １０点以下 １１～１９点 ２０点以上

男子（４８８人） １５．８ ４．６１７ ７１ ３１０ １０７

％ １４．５ ６３．５ ２１．９

女子（３１７人） １４．１ ４．１９７ ７４ ２０７ ３６

％ ２３．３ ６５．３ １１．４

合計（８０５人） １５．２ ４．５３０ １４５ ５１７ １４３

％ １８．０ ６４．２ １７．８

１２．日常身体活動量

１週間あたりの日常身体活動量は４４０１±４７７０kcal/wk

であった。男子学生では５０６１±４９４１kcal/wk、女子学生

では３４５９±４３５２kcal/wk であった。１週間当たり２０００

kcal 未満の身体活動量しかない学生は、全体で３９．４％、

男子学生では２９．５％、女子学生では５３．６％と、女子学

生の方が有意に高かった。

生活習慣病等の予防のためには、１週間あたり２０００

kcal 以上の身体活動量を確保することが推奨されてい

る。本調査の対象となった大学１年生においては平均

すると男女とも十分な身体活動量を確保しているとい

える。しかし、推奨される２０００kcal よりも少ない学生

が約４０％、女子学生においては５０％以上がこの条件を

満たしていない。従って授業において日常身体活動量

を高める何らかのアプローチが必要である。

１３．運動セルフ・エフィカシー

岡の運動セルフ・エフィカシー尺度を用い、定期的

に運動することに対する学生の「自信の程度」を評価

した。尺度は運動を行うのに阻害的に作用する五つの

状況のもとでの運動を行う自信の程度を「全くそう思

わない」から「かなりそう思う」までの５段階で回答

を求めるものである。この５段階に対応させて１から

５点を配し合計点を算出した。したがって自信の程度

を表す点数の最小は５点，最大は２５点となる。結果は

表６５のとおりである。

表６５ 運動セルフ・エフィカシー集計表、合計点の分布

得点の平均値は男子の１５．８点に対し女子は１４．１点と

やや低い。また、合計点が１０点以下の自信の程度が低

い者の割合も男子１４．５％に対して女子は２３．３％と有意

に多い。２０点以上の自信の程度が高い者の割合と好対

照をなしており、女子の運動への意欲を高めていくこ

とが課題としてみえている。

表６６はＱ２１「運動をする（体を動かす）ことが好き

か」に対する回答で区分される４群について、運動セ

ルフ・エフィカシー得点の平均値を比べたものである。

全体の６割近くを占める運動への愛好度が高い群でも

自信の程度の平均値は１７．１であり、全体の平均１５．２を

わずかに上回っているにすぎない。健康の保持増進の

ためには継続的な運動が重要な要件である。定期的な

運動を継続する意識と意欲を高めるプログラムの必要

性が確認された。

表６６ セルフ・エフィカシーと関連項目
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